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１  はじめに  
 本年4月、創生デザイン学科とともに環境
安全工学科は、生産工学部の8番目の学科と
して、日本大学の理系として16年ぶりに創設
され、164名の新入生が入学した。ここでは、
環境安全工学科とはどの様な学科であるか紹

介するとともに研究方針についても述べる。 
  
２ 環境安全工学科とは  
 環境安全工学科は、「自主創造」を掲げた

日本大学の教育理念・目的はもとより、「最

先端のテクノロジーをいかに社会で生かせる

かを学ぶ」を教育目標とした生産工学部の教

育理念をさらに掘り下げ、人間社会と自然環

境との関わりを基軸に、自然科学ばかりでな

く社会科学あるいは人文科学などの学際的な

知識と技術を持ち、安全を確保する知識を有

する人材あるいはエネルギー問題に関する知

識を有する人材の育成を目指している。 
 環境安全工学科の英語名称はDepartment 
of Sustainable Engineering であり、日本大
学はもとより、わが国でも唯一の新しい学問

分野である。すなわち環境安全工学科は複数

の学問領域を横断し、環境・安全・エネルギ

ーに主眼をおき、「自然との共生と安全社会

をめざす」先進的な学科である。 
 
３ 日本大学における環境安全工学科  
  の位置づけ  
 日本大学は14学部81学科、大学院20研究科
を要しており、理系だけでも8学部49学科が
設置されている。この状況を理工系3学部で
まとめたものが表１である。         
 理工系3学部の学科を、土木系、建築系、
機械系、電気系、化学系等に分類したとき、

理工学部および工学部に設置されていないの

が、マネジメント工学科、環境安全工学科お

よび創生デザイン学科である。しかし、これ

を日本大学の文系学部まで広げると、マネジ

メント工学科と創生デザイン学科は類似した

学問分野を教育・研究する学科を見て取るこ

とができる。これに対して環境安全工学科と

類似した学問分野を教育・研究する学科は、 

  

存在していない。このことから、環境安全工

学科は日本大学で唯一の学科であるといえ

る。なお、他大学まで調べたところ、類似の

授業科目を設置している大学はなく、学科名

に「環境」を冠しているところでも、英語名

称に「Environment」を使用しており、
「Sustainable」を使用している学科は皆無で
ある。 
 
４ 複数の学問領域を横断する環境安  
  全工学  
 環境安全工学科のコンセプトは、国際社会、

自然・安全社会、テクノロジーの集合の中心

と位置づけられる。 
 環境・安全・エネルギーに関する問題は、

政治・経済や国際関係とも密接であり広範な

知識とインターナショナルコミュニケーショ

ン能力が要求される。すなわち環境安全工学

の実践は数物系科学、化学、応用物理学、機

械工学、電気電子工学、土木工学、建築学、

材料工学、プロセス工学および総合工学など

のいわゆる工学領域ばかりでなく、国際社会

および社会科学などを広範囲に学ぶ必要があ

る。したがって環境安全工学科は生産工学部

の各学科を縦糸としたとき、横糸として学科

間を横断し、生産工学という学部の学問を紡

いでいる。 
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５ 環境安全工学科の目指す人材  
 環境安全工学科は、生産工学の素養を持ち

持続可能な社会を担う環境・安全・エネルギ

ーのサスティナブルエンジニアリングコーデ

ィネータとして、あるいは社会科学の素養を

持ち国際社会で活躍できる環境・安全・エネ

ルギー問題を牽引するガバナンスエンジニア

の育成を目指している。 
 具体的にはかつていわれたI型からT型の人
材はもとより、今日よく言われるπ型をより一
層進め、複数の専門、テクノロジーおよび社

会科学が理解できる井桁型人材の養成を目指

している。 
 環境安全工学科では、上述の人材育成の目

的のため、「環境安全コース(Environmental 
Safety Course)」と「環境エネルギーコース
(Sustainable Energy Course)」の2コースを
設置している。具体的に、「環境安全コース」

は自然との共生と安全社会の関わりを学び、

環境負荷の低減と安全確保を図れる人材を、

「環境エネルギーコース」は自然との共生と

安全社会の関わりを学び、資源とエネルギー

の問題を解決しようとする人材を育成する。 
 
６ カリキュラムの特徴   
 環境安全工学科は1年前期から『フレッシュ
マンセミナー』が、後期から専門実技科目の

『環境実験I』を設置するなど、カリキュラム
に特徴がある。2年後期と3年前・後期にかけ
『インターナショナルコミュニケーション

I・II・III』が必修として、ネーティブスピー
カによるコミュニケーション、ドキュメンテ

ーションおよびプレゼンテーションの涵養の

ために設置されている。また3年の前・後期に
は『ゼミナールI・II』が、必修でおかれてい
る。 
 環境安全工学科の一番の特色科目は全国の

大学に先駈けて設置された4年前期の『法工
学』である。 
 『法工学』は、自然との共生と安全社会を

持続するために、科学技術とその利用に関す

る法令、規則、基準を学び、技術の計画、実

施はもとより、実施後の社会的安全性の責任

を考察して、説明する学問である。この科目

は環境安全工学科の集大成科目であり、ガバ

ナンスエンジニアの育成に結びつくものであ

る。 
 
７ 環境安全工学科の研究方針  
 環境安全工学科の科目群は環境系、安全系、

エネルギー系の3つである。そこで、この3科
目群をさらに2つずつに分け、6つの研究領域
を構成している。この6つの研究領域は、環境
系には「環境材料」と「環境共生」を、安全 

  

  
系には「環境安全物質」と「法工学」を、エ

ネルギー系には「クリーンエネルギー」と「新

エネルギー」として、環境安全工学科所属教

員12名の研究を考慮して配置している。 
 表２に、所属教員の研究テーマを示した。

環境安全工学科所属教員の専門は、機械系が1
名、建設系が4名、化学系が6名、情報系が1
名のため、研究内容は多岐にわたっている。

環境安全工学科では、この専門の異なる教員

12名がともに力を合わせ、6つの研究領域の
構築に勤しんでいる。 
 
８ おわりに  
 環境安全工学科の船出にあたって、学部執

行部には物心ともに多大な援助をしていただ

き、感謝の限りである。また、生産工学部の

教職員の皆様には、いろいろとご協力いただ

き、お礼を申し上げる。 
 環境安全工学科は開講できたとはいえ、緒

に就いたばかりである。今後、さらなる発展

を目指し、環境安全工学科所属教員一丸とな

って頑張っていくので、暖かくお見守りくだ

されば幸いである。  
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